
37 

 下関市地域公共交通網形成計画の方向性 

（１） 交通体系の基本理念・基本方針、施策展開の方向性 

本市の交通体系の基本理念とそれらを実現するための基本方針、施策展開の方向性（目標）を以下のように設定します。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『いきいきと活動できるまちを支える交通体系 ～みんなで育む、みらいへ受け継ぐ下関市の交通～』 
 

人口減少・少子高齢化がますます進行することを見据え、本市が抱える様々な課題に対応していくために、自動車に依存し

なくても、市民や来訪者が様々な目的の活動を行え、安全・安心して暮らせるまちを目指した交通体系づくりを目指します。 

交通体系の基本理念 

施策展開の方向性（目標） 下関市の交通課題 交通体系の基本方針 

公共交通の利便性向上 

生活交通の確保 

移動制約者への対応 

公共交通の利用促進 

公共交通の効率化 

安全・安心な移動環境の確保 

観光振興の推進 

環境負荷の低減 

まちの賑わい向上 

Ⅳ．自動車依存から公共交通利用への転換を図るための活動の実施 

各交通モードのサービス向上を図るとともに、シーム

レスな公共交通網を構築し、利便性・回遊性の向上を

図ります。 

地域に応じた持続可能な公共交通体系の構築 

地域・需要等の状況に応じた交通手段を確保すること

により、持続可能性の高い公共交通体系を構築しま

す。 

誰もが安全・安心に外出できる交通環境の形成 

市民や来訪者が快適に外出できるとともに、歩行者・

自転車を含むすべての交通モードに関して、安全・安

心に外出できる交通環境を形成します。 

公共交通の利用に関する市民意識の醸成 

Ⅰ．鉄道・バスを軸とした公共交通ネットワークの構築 

Ⅲ．みんなが安全・安心かつ快適に外出できる交通環境の形成 

Ⅱ．市民の暮らしを支える生活交通体系の構築 

 

Ⅱ.市民の暮らしを支え

る生活交通体系の構築 
 

Ⅳ.自動車依存から公共交通 

 利用への転換を図るため

の活動の実施 

Ⅲ.みんなが安全・安心か

つ快適に外出できる 

交通環境の形成 

Ⅰ.鉄道・バスを軸とした公
共交通ネットワークの構築 

下関市 

公共交通を持続的に運行するために、公共交通の利用

者である市民の意識の醸成を図ることにより、公共交

通利用を促進します。 
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（２） 下関市の将来交通体系 

施策展開の方向性を踏まえ、目指す将来の交通体系を以下のように設定します。 

 

 

 

 

 

  

 

 「コンパクト+ネットワーク」の考え方に基づき、市内の公共交通網

の見直しや結節点強化を図ることで、下関駅、新下関駅や市内の地域

拠点・生活拠点間を連絡し、市内各地域間を移動できる持続可能な公

共交通軸を形成します。 

 「市の中心的役割を担う都市拠点」と「固有の拠点機能を有する生活

拠点」を結ぶ公共交通軸を主要幹線軸とし、より利便性の高いサービ

スを提供します。 

 「一定の都市機能を担う地域の核となる地域拠点」を結ぶ公共交通軸

を幹線軸とし、移動手段確保のためのサービスを維持します。 

施策展開の方向性（目標） 

 通勤や通学、通院、買い物といった日常的な活動が行えるよう、公共

交通軸を補完する交通環境を形成します。 

 持続可能な生活交通体系を構築するために、地域特性や利用者の需要

に応じた交通サービスを提供します。 

Ⅰ．鉄道・バスを軸とした公共交通ネットワークの構築 

 鉄道やバス、自転車等さまざまな交通手段で安心して移動できる交通

環境を形成します。 

 市内の公共交通について ICT の活用や利用者負担の軽減等により、

利便性の高い交通サービスを提供します。 

 観光客など市外からの来訪者にも積極的に公共交通を利用してもらえ

るような取り組みを実施します。 

Ⅲ．みんなが安全・安心かつ快適に外出できる交通環境の形成 

Ⅱ．市民の暮らしを支える生活交通体系の構築 

 過度な自動車依存の状況から脱却するために、自動車以外の移動手段

を選択する意識を醸成し、人にも環境にもやさしいまちを形成しま

す。 

 移動に関する や を守り、安全かつ安心して外出できる環境

を形成します。 

Ⅳ．

結節点強化 

将来の交通体系 

生活交通体系 

ネットワーク 

結節点強化 

 
地域特性や利用者
の需要に応じた交通
サービスの提供 

 

公共交通不便地域 


